
国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー

新
た
な
マ
ッ
チ
ン
グ

エ
ル
・
ビ
ー
・
ウ
エ
ル
ド

次
世
代
レ
ー
ザ
加
工
セ
ル
を
出
展

マ
テ
リ
ア
ラ
イ
ズ

顎
関
節
全
関
節
形
成
術
シ
ス
テ
ム
を
Ｐ
Ｒ


年
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
出
荷
台
数

８
・
９
％
減
の
４
万
２
７
９
４
台

Ｅ
Ｖ
化
に
よ
る
影
響
も
懸
念

流
通
だ
よ
り

サ
イ
サ
ン
、セ
キ
サ
ン
の
株
式
を
取
得

Ｇ
ａ
ｓ
Ｏ
ｎ
ｅ
グ
ル
ー
プ

都
道
府
県
に
拡
大

大
熔
協
、事
業
継
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

防
災
と
事
業
継
続
の
違
い
を
学
ぶ

デジック

中
小
企
業
向
け
生
産
管
理
ソ
フ
ト

現
場
に
即
し
た
利
用
が
可
能������������������������������������������������������������������������

（３） 第３５２７号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和年）４月２３日（毎週火曜日発行）

　
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
マ

テ
リ
ア
ラ
イ
ズ
（
ベ
ル
ギ

ー
）
は
航
空
機
、
衛
星
パ

ー
ツ
な
ど
を
多
く
手
掛
け

て
お
り
、
医
療
分
野
で
は

顔
面
再
生
手
術
、
Ｃ
Ｔ
画

像
の
３
次
元
化
な
ど
に
も

取
り
組
む
。
個
別
化
し
た

医
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
同
社
は
、
顎
関
節
全

置
換
術
　
（
Ｔ
Ｍ
Ｊ
）
の

患
者
向
け
に
「
個
別
化
顎

関
節
全
関
節
形
成
術
シ
ス

テ
ム
」＝
写
真
＝
を
開
発
。

２
０
２
４
国
際
ウ
エ
ル
デ

ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
の
「
Ａ
Ｍ

　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」
で
サ
ン

プ
ル
展
示
な
ど
を
行
う
予

定
だ
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
、
サ
ー
ジ
カ
ル

ガ
イ
ド
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ

せ
、
患
者
固
有
の
顎
関
節

症
治
療
を
合
理
化
す
る
も

の
で
、
関
節
置
換
術
を
必

要
と
す
る
重
度
の
顎
関
節

症
合
併
症
患
者
に
、
患
者

ご
と
に
合
わ
せ
た
個
別
治

療
を
提
供
す
る
。

　
顎
関
節
と
は
頭
蓋
の
下

顎
窩
と
下
顎
骨
の
下
顎
頭

を
連
結
し
て
い
る
関
節

で
、
顎
の
開
閉
を
可
能
に

す
る
機
能
を
持
つ
。
パ
ー

ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
顎
関

節
プ
ロ
テ
ー
ゼ
（
人
工
骨

頭
な
ど
の
人
工
器
官
）
を

入
れ
た
患
者
を
対
象
と
し

た
臨
床
研
究
で
は
、
手
術

前
と
比
較
し
て
生
活
の
質

や
痛
み
の
レ
ベ
ル
、
満
足

感
、食
事
能
力
が
向
上
し
、

症
例
の

％
で
正
確
な
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
埋
入
が
報
告

さ
れ
た
。
同
じ
臨
床
研
究

で
は
、
術
後
１
年
で
Ｔ
Ｍ

Ｊ
シ
ス
テ
ム
の

成
功
率
が
１
０

０
％
で
あ
る
と

報
告
し
て
い

る
。

　
同
社
マ
ー
ケ

ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
Ｃ
Ｍ
Ｆ

（
頭
蓋
顎
顔

面
）
の
マ
ー
テ

ン
・
ザ
ン
ド
ベ
ル
ゲ
ン
氏

は
「
当
社
の
顎
関
節
全
関

節
形
成
術
シ
ス
テ
ム
は
、

完
全
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ

れ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

で
、
仮
想
の
術
前
計
画
を

手
術
室
に
転
送
で
き
る
た

め
、
顎
関
節
の
機
能
的
再

構
築
が
可
能
と
な
る
。
臨

床
医
の
複
雑
な
処
置
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
や
臨
床
工
学
サ
ポ
ー

ト
、サ
ー
ジ
カ
ル
ガ
イ
ド
、

ネ
ジ
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

含
む
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す

る
個
人
に
合
わ
せ
た
治
療

法
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
マ
テ
リ
ア
ラ
イ
ズ
の
顎

関
節
シ
ス
テ
ム
は
デ
ジ
タ

ル
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、

患
者
の
解
剖
学
的
構
造
に

基
づ
い
た
効
率
と
精
度
を

保
証
。
Ｃ
Ｍ
Ｆ
マ
ー
ケ
ッ

ト
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
マ

ル
テ
ィ
ア
ン
・
オ
ー
イ
ェ

氏
は
「
当
社
の
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
、
器
具
、
３
Ｄ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
臨
床
サ
ポ
ー

ト
は
正
確
か
つ
信
頼
性
の

高
い
結
果
を
達
成
す
る
た

め
に
外
科
医
を
支
援
す

る
。
顎
関
節
置
換
術
な
ど

困
難
で
複
雑
な
症
例
で

は
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ

れ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が

選
択
肢
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
時
間
が
か
か
る
プ
ロ

セ
ス
の
合
理
化
で
、
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
」

と
コ
メ
ン
ト
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
ワ

ー
ク
フ
ロ
ー
は
、
患
者
の

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
と
歯
科
情

報
か
ら
始
ま
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
中
、
マ

テ
リ
ア
ラ
イ
ズ
の
臨
床
エ

ン
ジ
ニ
ア
は
手
術
計
画
と

デ
バ
イ
ス
の
設
計
に
お
い

て
担
当
医
師
を
サ
ポ
ー

ト
。
計
画
と
デ
バ
イ
ス
設

計
が
完
了
す
る
と
自
社
施

設
で
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ

れ
た
顎
関
節
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
を
製
造
し
、
外
科
医
に

手
術
用
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

と
器
具
を
提
供
。
同
社
は

ベ
ル
ギ
ー
に
続
き
、
新
た

に
米
ミ
シ
ガ
ン
州
プ
リ
マ

ス
に
医
療
用
３
Ｄ
プ
リ
ン

テ
ィ
ン
グ
施
設
を
開
設

し
、
顔
面
再
建
手
術
に
使

用
さ
れ
る
チ
タ
ン
製
Ｃ
Ｍ

Ｆ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
３
Ｄ

プ
リ
ン
ト
を
専
門
と
し
て

い
る
。

　
Ｇ
ａ
ｓ
Ｏ
ｎ
ｅ
（
ガ
ス

ワ
ン
）
グ
ル
ー
プ
の
基
幹

で
あ
る
サ
イ
サ
ン
（
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
、
川
本
武

彦
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

岡
山
県
津
山
市
に
本
社
を

置
く
セ
キ
サ
ン
の
発
行
済

株
式
を
取
得
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
岡
山
県
へ
の
初
進

出
と
な
る
と
と
も
に
グ
ル

ー
プ
エ
リ
ア
は

都
道
府

県
に
拡
大
し
た
。

　
サ
イ
サ
ン
は
、
２
０
０

３
年
に「
Ｇ
ａ
ｓ
Ｏ
ｎ
ｅ
」

の
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
開
始

し
、
今
年
で

年
目
を
迎

え
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
東

日
本
エ
リ
ア
を
中
心
に
事

業
を
展
開
し
て
き
た
が
、

近
年
で
は
西
日
本
エ
リ
ア

へ
の
進
出
を
進
め
て
い

る
。
兵
庫
県
（
し
き
島
ガ

ス
ワ
ン
）
と
広
島
県
（
橋

本
燃
料
）
の
間
が
空
白
エ

リ
ア
と
な
っ
て
い
た
が
、

空
白
エ
リ
ア
が
解
消
さ
れ

た
こ
と
で
近
接
エ
リ
ア
で

の
シ
ナ
ジ
ー
や
物
流
網
で

の
合
理
化
を
図
り
安
定
供

給
と
規
模
拡
大
に
努
め
て

い
く
。

　
同
社
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
由
化
の
流
れ
の
中

で
、
全
国
で
同
じ
志
を
持

つ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
の
皆

様
と
幅
広
い
分
野
で
の
事

業
提
携
を
進
め
る
と
と
も

に
、
国
内
外
で
の
事
業
規

模
の
拡
大
と
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
く
」

と
し
て
い
る
。

　
大
阪
高
圧
ガ
ス
熔
材
協

同
組
合
（
廣
瀬
哲
三
理
事

長
）
は
３
月

日
、
大
阪

市
中
央
区
の
大
阪
産
業
局

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で

社
の

人
が
参
加
し

た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
テ
ー
マ
に

し
た
事
業
継
続
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
は
同
組
合
で
初
め

て
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を

務
め
た
の
は
、
リ
ス
ク
や

ク
ラ
イ
シ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
領
域
に
す
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
ベ
リ
タ
ス
代
表
取
締
役

の
松
井
裕
一
朗
氏
。
松
井

氏
は
「
防
災
と
事
業
継
続

の
違
い
を
知
る
」と
題
し
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

大
阪
・
関
西
万
博
を
例
に

取
り
、
「
現
在
は
自
然
災

害
と
人
為
災
害
の
２
つ
の

災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。

　
例
え
ば
大
阪
・
関
西
万

博
の
場
合
、
毎
日
の
よ
う

に
各
国
Ｖ
Ｉ
Ｐ
が
大
阪
を

訪
れ
る
た
め
、
道
路
規
制

が
事
前
に
発
表
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
突
然
、
高
速

道
路
や
幹
線
道
路
が
通
行

止
め
に
な
る
こ
と
が
万
博

期
間
中
、
繰
り
返
さ
れ
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
「
人
為
災
害
」
と
位

置
付
け
た
。

　
こ
れ
ら
を
含
め
た
「
防

災
」
と
「
事
業
継
続
」
の

違
い
を
明
ら
か
に
し
な
が

ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
と
見

直
し
、
教
育
の
重
要
性
に

つ
い
て
講
演
し
た
。
講
演

後
は
会
場
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を

通
じ
た
質
疑
が
行
わ
れ
、

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
通

じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が
呼
び

か
け
ら
れ
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
、
境
順

子
教
育
委
員
会
担
当
常
務

理
事（
マ
ス
コ
ー
ル
社
長
）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
っ
た
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
報
告
が
あ
り
、


％
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て

い
る
か
、
備
蓄
品
の
準
備

や
人
命
救
助
の
対
策
な
ど

を
行
っ
て
い
た
。

　
廣
瀬
理
事
長
は
「
ガ
ス

を
扱
う
事
業
者
は
社
会
的

責
任
が
問
わ
れ
る
。
災
害

が
起
こ
っ
た
時
に
何
が
で

き
る
か
を
常
に
考
え
、
想

像
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
我

々
の
事
業
が
ど
れ
だ
け
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
の
か

を
再
確
認
し
、
業
界
と
し

て
強
靭
な
体
質
を
作
る
こ

と
に
協
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
デ
ジ
ッ
ク
（
大
阪
府
八

尾
市
、
倉
田
慎
介
社
長
）

が
販
売
す
る
中
小
製
造
業

に
特
化
し
た
生
産
管
理
ソ

フ
ト
「
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
生
産
管
理
ソ
フ
ト
は
多

く
の
会
社
が
販
売
し
て
い

る
が
、
同
ソ
フ
ト
の
利
点

は
町
工
場
が
作
っ
た
と
い

う
点
だ
。
同
社
は
ポ
ン
プ

の
バ
ル
ブ
用
パ
ッ
キ
ン
全

般
の
製
造
販
売
を
行
っ
て

い
る
。
事
業
多
角
化
の
た

め
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開

発
販
売
に
着
手
し
た
。
自

社
工
場
で
の
使
い
勝
手
を

確
か
め
た
う
え
で
開
発
さ

れ
た
た
め
、
現
場
に
即
し

た
利
用
が
で
き
る
ソ
フ
ト

に
な
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
利
点
は
以
下

の
よ
う
な
も
の
だ
。

　
見
積
も
り
か
ら
受
注
、

生
産
予
定
・
生
産
、納
品
、

請
求
ま
で
一
元
管
理
で
き

る
。
工
程
管
理
が
作
業
員

別
に
割
り
振
ら
れ
た
見
や

す
い
ガ
ン
ト
チ
ャ
ー
ト
に

な
っ
て
お
り
、
進
捗
管
理

も
簡
単
に
行
え
る
。

　
例
え
ば
、
図
面
を
探
す

際
に
も
バ
ー
コ
ー
ド
で
管

理
で
き
、
誤
っ
た
古
い
デ

ー
タ
を
使
っ
て
し
ま
う
ミ

ス
を
な
く
せ
る
。
工
場
や

会
社
全
体
で
の
情
報
共
有

も
即
時
に
行
え
る
た
め
、

現
場
か
ら
事
務
所
に
確
認

に
走
る
、
と
い
っ
た
手
間

は
省
け
る
。

　
ま
た
、
製
品
や
材
料
の

単
価
を
取
引
先
毎
に
細
か

く
設
定
で
き
る
た
め
原
価

管
理
も
わ
か
り
や
す
く
、

経
費
節
減
に
も
役
立
て
ら

れ
る
。
加
え
て
、
同
社
の

担
当
者
が
操
作
説
明
を
行

う
ソ
フ
ト
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
も
充
実
し
て
い
る
な

ど
、
生
産
管
理
ソ
フ
ト
を

初
め
て
導
入
す
る
企
業
で

も
安
心
し
て
利
用
で
き

る
。

　
同
製
品
は
実
際
、
溶
接

を
行
う
板
金
工
場
で
導
入

さ
れ
た
事
例
も
あ
り
、
納

期
遅
れ
が
な
く
な
り
、
生

産
の
段
取
り
が
立
て
や
す

く
な
っ
た
と
い
っ
た
声
が

上
が
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話


―
６
７
９
０
―
８
５
８

５
ま
で
。

　
自
動
車
産
業
や
金
属
加

工
産
業
向
け
に
レ
ー
ザ
関

連
機
器
や
装
置
、
設
備
な

ど
の
設
計
・
製
作
を
手
掛

け
る
エ
ル
・
ビ
ー
・
ウ
エ

ル
ド
（
愛
知
県
岩
倉
市
、

原
信
弘
社
長
）
は
、
２
０

２
４
国
際
ウ
エ
ル
デ
ィ
ン

グ
シ
ョ
ー
（
４
月

―


日
、イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
、

Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
）
で
、
販
売
パ

ー
ト
ナ
ー
の
三
井
物
産
マ

シ
ン
テ
ッ
ク
と
共
同
出
展

し
、
レ
ー
ザ
メ
ッ
ク
社
製

の
レ
ー
ザ
加
工
ヘ
ッ
ド
な

ど
を
展
示
・
披
露
す
る
ほ

か
、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
ブ
ー
ス

に
お
い
て
、
同
社
と
共
同

開
発
し
た
「
ロ
ボ
レ
ー
ザ

樹
脂
加
工
セ
ル
」
お
よ
び

レ
ー
ザ
メ
ッ
ク
社
製
最
新

レ
ー
ザ
加
工
ヘ
ッ
ド
「
Ｆ

ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｃ
ｕ
ｔ
Ｓ
Ｔ

ａ
」
を
出
展
す
る
。

　
同
社
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

「
Ｌ
Ｂ
Ｗ
」
は
、
Ｌ
＝
レ

ー
ザ
、
Ｂ
＝
ビ
ー
ム
、
Ｗ

＝
ウ
エ
ル
ド
を
意
味
し
、

元
々
、
米
国
の
レ
ー
ザ
加

工
機
メ
ー
カ
ー
・
ジ
ェ
ネ

シ
ス
に
在
籍
し
て
い
た
メ

ン
バ
ー
が
独
立
し
て
２
０

２
１
年
に
設
立
。
ス
タ
ー

ト
か
ら
わ
ず
か
３
年
の
企

業
だ
が
、
高
い
技
術
力
と

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

ト
力
、豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、

知
見
な
ど
を
活
か
し
順
調

に
受
注
を
獲
得
す
る
な

ど
、
盤
石
な
礎
を
築
い
て

い
る
。

　
同
社
は
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
生
産
工
程
の

改
善
や
レ
ー
ザ
加
工
法
の

開
発
な
ど
を
得
意
と
す
る

と
と
も
に
、
米
国
・
レ
ー

ザ
メ
ッ
ク
社
の
日
本
総
代

理
店
と
し
て
各
種
レ
ー
ザ

関
連
製
品
を
幅
広
く
取
り

扱
っ
て
い
る
。
今
後
は
自

社
開
発
の
切
断
セ
ル
や
溶

接
セ
ル
を
商
品
化
・
販
売

し
て
い
く
考
え
で
、
同
社

・
営
業
担
当
役
員
の
松
岡

信
氏
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
で
は

各
種
レ
ー
ザ
関
連
製
品
に

加
え
、
当
社
の
新
た
な
取

り
組
み
や
方
向
性
を
積
極

的
に
紹
介
し
た
い
」
と
話

す
。

　
レ
ー
ザ
メ
ッ
ク
社
は
金

属
造
形
か
ら
溶
接
・
切
断

ま
で
、
幅
広
い
加
工
分
野

に
対
応
で
き
る
各
種
汎
用

加
工
ヘ
ッ
ド
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
マ

ッ
チ
し
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

で
き
る
点
も
特
徴
の
一

つ
。
中
で
も
レ
ー
ザ
メ
ッ

ク
社
と
共
同
開
発
し
た

「
旋
回
溶
接
加
工
ヘ
ッ

ド
」
は
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
軸
構

成
で
、
ワ
ー
ク
形
状
に
応

じ
て
、
縦
、
横
、
斜
め
方

向
か
ら
自
在
に
照
射
で
き

る
の
で
、
高
効
率
、
高
品

質
で
安
定
し
た
溶
接
が
行

え
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｅ
Ｄ
レ

ー
ザ
ワ
イ
ヤ
ー
方
式
の

「
金
属
造
形
レ
ー
ザ
ヘ
ッ

ド
」
は
、
一
つ
の
レ
ー
ザ

光
を
３
分
割
し
て
溶
融
プ

ー
ル
を
形
成
し
、
そ
の
中

心
部
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
挿
入

す
る
こ
と
で
、
溶
融
プ
ー

ル
の
安
定
性
と
自
在
な
プ

ー
ル
形
成
を
可
能
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
最
新
レ
ー

ザ
加
工
ヘ
ッ
ド
「
Ｆ
ｉ
ｂ

ｅ
ｒ
Ｃ
ｕ
ｔ
Ｓ
Ｔ
ａ
」
は

１
台
で
薄
板
か
ら
厚
板
ま

で
の
加
工
が
行
え
、
近
年

話
題
と
な
っ
て
い
る
ギ
ガ

キ
ャ
ス
ト
の
加
工
に
も
採

用
さ
れ
る
な
ど
、
注
目
製

品
の
一
つ
と
言
え
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
今
後
、
需

要
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
樹

脂
加
工
向
け
の
「
ロ
ボ
レ

ー
ザ
樹
脂
加
工
セ
ル
」や
、

高
精
度
・
高
剛
性
・
高
振

動
吸
収
性
を
実
現
し
た
自

社
開
発
の
次
世
代
レ
ー
ザ

加
工
セ
ル
「
Ｌ
Ｂ
Ｗ
―
５

０
０
／
１
０
０
０
」な
ど
、

Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
で
は
、
同
社
の

自
信
作
を
積
極
的
に
披
露

す
る
。
松
岡
氏
は
「
市
場

で
の
レ
ー
ザ
導
入
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
中
、
我
々
供
給

側
も
よ
り
一
層
の
技
術
革

新
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
当
社
は
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
新
製
品
、
新
工
法

な
ど
の
開
発
に
注
力
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
、
ま
た
、
営
業
兼
購
買

チ
ー
ム
の
村
木
み
ど
り
主

任
も
「
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
で
は
、

ま
ず
は
当
社
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し

た
製
品
群
を
是
非
、
見
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
、
初

出
展
企
業
と
し
て
の
意
気

込
み
を
力
強
く
語
る
。

　
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会

の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
の
２
０
２
３

年
出
荷
台
数
は
、
前
年
比

８
・
９
％
減
の
４
万
２
７

９
４
台
（
金
額
２
・
６
％

減
、
１
２
１
２
億
２
７
０

０
万
円
）
と
な
っ
た
。
内

訳
は
国
内
が
前
年
比

・

８
％
減
の
５
３
９
４
台

（
同

・
８
％
減
、
２
７

１
億
７
８
０
０
万
円
）
、

輸
出
が
同
７
％
減
の
３
万

７
４
０
０
台
（
同
０
・
７

％
減
、
９
４
０
億
４
９
０

０
万
円
）
と
な
り
、
中
国

市
場
の
悪
化
や
世
界
経
済

の
諸
リ
ス
ク
に
伴
う
投
資

の
先
送
り
な
ど
か
ら
国
内

・
輸
出
と
も
に
減
少
し

た
。

　
用
途
別
に
み
る
と
、
ア

ー
ク
溶
接
用
は
前
年
比


・
５
％
減
の
１
万
８
０
５

０
台
（
国
内
同

・
９
％

減
、
３
０
２
３
台
、
輸
出

同

・
８
％
減
、
１
万
５

０
２
７
台
）
、
ス
ポ
ッ
ト

溶
接
用
は
同
４
・
１
％
増

の
２
万
３
３
６
５
台
（
国

内
同
８
・
４
％
減
、
２
３

０
５
台
、
輸
出
同
５
・
７

％
増
、
２
万
１
０
６
０

台
）
、
レ
ー
ザ
溶
接
用
は

同

％
増
の
１
２
７
２
台

（
国
内
同
１
０
０
％
、


台
、
輸
出

・
９
％
、
１

２
５
２
台
）
、
そ
の
他
溶

接
用
は

・
８
％
減
の
１

０
７
台
（
国
内
同

・
３

％
減
、

台
、
輸
出
同


・
４
％
、

台
）
と
な
っ

た
。

　
出
荷
台
数
減
少
の
主
な

原
因
は
、
中
国
の
設
備
投

資
抑
制
や
欧
州
の
景
気
低

迷
、
米
国
の
イ
ン
フ
レ
な

ど
の
影
響
で
踊
り
場
に
差

し
掛
か
っ
た
こ
と
に
因

る
。

　
た
だ
、
業
界
か
ら
は

「
主
力
の
自
動
車
向
け
が

Ｅ
Ｖ
化
の
進
展
に
と
も
な

っ
て
、
自
動
車
部
品
を
中

心
に
減
少
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
特
に
、
今
後
は
ギ
ガ

キ
ャ
ス
ト
な
ど
一
体
成
型

の
技
術
が
進
む
と
さ
ら
に

溶
接
個
所
が
減
少
す
る
恐

れ
も
あ
る
」
と
自
動
車
車

体
向
け
溶
接
の
先
行
き
を

懸
念
す
る
声
も
聞
か
れ

る
。

　
そ
の
一
方
、
「
バ
ッ
テ

リ
ー
の
ア
ル
ミ
ケ
ー
ス
や

モ
ー
タ
コ
ア
の
平
角
線
な

ど
、
レ
ー
ザ
溶
接
の
適
用

拡
大
が
期
待
さ
れ
る
部
分

も
み
ら
れ
る
」な
ど
と
し
、

新
し
い
分
野
に
活
路
を
見

い
だ
そ
う
と
す
る
動
き
も

み
ら
れ
る
。


